
(57)【要約】

【課題】簡素で安価な構成により丸穴の内径寸法および

真円度を正確かつ容易に測定可能にする。

【解決手段】本発明に係る測定器具１１は、１ｍｍ以下

の内径寸法公差が要求される丸穴に挿入されるテーパー

度１／１０以下のテーパー円柱形状の測定部１２と、こ

の測定部１２の外周面のテーパー方向に沿って帯状に延

在するように形成されて上記丸穴の内周面に接触する複

数の接触突起部１５と、同じく測定部１２の外周面にテ

ーパー方向に沿って延在するように形成されて接触突起

部１５の丸穴に挿入された部分の最大太さを寸法表示す

る寸法表示部１６とを有し、上記接触突起部１５を測定

部１２の円周方向に所定間隔で配置したことを特徴とす

る。

【選択図】　図１
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【 特 許 請 求 の 範 囲 】
【 請 求 項 １ 】
１ ｍ ｍ 以 下 の 内 径 寸 法 公 差 が 要 求 さ れ る 丸 穴 に 挿 入 さ れ る テ ー パ ー 度 １ ／ １ ０ 以 下 の テ ー
パ ー 円 柱 形 状 の 測 定 部 と 、 こ の 測 定 部 の 外 周 面 の テ ー パ ー 方 向 に 沿 っ て 帯 状 に 延 在 す る よ
う に 設 け ら れ て 上 記 丸 穴 の 内 周 面 に 接 触 す る 複 数 の 接 触 突 起 部 と 、 同 じ く 測 定 部 の 外 周 面
に テ ー パ ー 方 向 に 沿 っ て 延 在 す る よ う に 設 け ら れ て 接 触 突 起 部 の 丸 穴 に 挿 入 さ れ た 部 分 の
最 大 太 さ を 寸 法 表 示 す る 寸 法 表 示 部 と を 有 し 、 上 記 接 触 突 起 部 を 測 定 部 の 円 周 方 向 に 所 定
間 隔 で 配 置 し た こ と を 特 徴 と す る 測 定 器 具 。
【 請 求 項 ２ 】
上 記 接 触 突 起 部 を 上 記 測 定 部 の 外 周 面 の 円 周 方 向 に １ ８ ０ ° 間 隔 で ２ つ 設 け た こ と を 特 徴
と す る 請 求 項 １ に 記 載 の 測 定 器 具 。
【 請 求 項 ３ 】
上 記 接 触 突 起 部 を 上 記 測 定 部 の 外 周 面 の 円 周 方 向 に 所 定 の 間 隔 で ３ つ 以 上 設 け た こ と を 特
徴 と す る 請 求 項 １ に 記 載 の 測 定 器 具 。
【 請 求 項 ４ 】
上 記 接 触 突 起 部 の 外 周 面 の （ 円 周 方 向 の ） 曲 率 を 、 上 記 丸 穴 の 内 周 面 の 曲 率 未 満 に 設 定 し
た こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 １ ～ ３ の い ず れ か に 記 載 の 測 定 器 具 。
【 請 求 項 ５ 】
上 記 測 定 部 の 外 径 と 上 記 接 触 突 起 部 の 外 径 と の 寸 法 差 を 上 記 丸 穴 の 内 径 寸 法 公 差 範 囲 程 度
と し た こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 １ ～ ４ の い ず れ か に 記 載 の 測 定 器 具 。
【 請 求 項 ６ 】
１ ｍ ｍ 以 下 の 内 径 寸 法 公 差 が 要 求 さ れ る 丸 穴 に 挿 入 さ れ る テ ー パ ー 度 １ ／ １ ０ 以 下 の テ ー
パ ー 円 柱 形 状 の 測 定 部 の 外 周 面 に 、 こ の 測 定 部 と は 別 体 に 形 成 さ れ て 測 定 部 の テ ー パ ー 方
向 に 沿 っ て 帯 状 に 延 在 し 上 記 丸 穴 の 内 周 面 に 接 触 す る 複 数 の 接 触 突 起 部 を 固 着 す る と と も
に 、 同 じ く 測 定 部 の 外 周 面 に テ ー パ ー 方 向 に 沿 っ て 延 在 し て 測 定 部 の 丸 穴 に 挿 入 さ れ た 部
分 の 最 大 太 さ を 寸 法 表 示 す る 寸 法 表 示 部 を 形 成 す る こ と を 特 徴 と す る 測 定 器 具 の 製 造 方 法
。
【 請 求 項 ７ 】
上 記 接 触 突 起 部 を 帯 状 に 形 成 し て 上 記 測 定 部 の 表 面 に 貼 着 す る こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 ６
に 記 載 の 測 定 器 具 の 製 造 方 法 。
【 請 求 項 ８ 】
上 記 接 触 突 起 部 を 棒 状 に 形 成 し て 上 記 測 定 部 の 表 面 に 刻 設 し た 溝 に 嵌 合 固 定 す る こ と を 特
徴 と す る 請 求 項 ６ に 記 載 の 測 定 器 具 の 製 造 方 法 。
【 請 求 項 ９ 】
上 記 接 触 突 起 部 を 上 記 測 定 部 に 設 け て か ら 接 触 突 起 部 の 外 表 面 の 外 径 を 規 定 寸 法 に 仕 上 げ
る こ と を 特 徴 と す る 請 求 項 ６ ～ ８ の い ず れ か に 記 載 の 測 定 器 具 の 製 造 方 法 。
【 発 明 の 詳 細 な 説 明 】
【 技 術 分 野 】
【 ０ ０ ０ １ 】
　 本 発 明 は 、 丸 穴 の 内 径 寸 法 お よ び 真 円 度 を 測 定 す る た め の 測 定 器 具 お よ び そ の 製 造 方 法
に 関 す る も の で あ る 。
【 背 景 技 術 】
【 ０ ０ ０ ２ 】
　 従 来 、 丸 穴 の 内 径 寸 法 が 公 差 範 囲 内 に 入 っ て い る か 否 か を 検 査 す る た め に 特 許 文 献 １ に
示 さ れ る よ う な 栓 ゲ ー ジ （ プ ラ グ ゲ ー ジ ） が 用 い ら れ て き た 。 両 頭 式 の 栓 ゲ ー ジ の 場 合 は
一 端 に 通 り 側 、 他 端 に 止 ま り 側 の ゲ ー ジ 部 （ プ ラ グ ） が そ れ ぞ れ 設 け ら れ 、 通 り 側 の ゲ ー
ジ 部 の 直 径 が 公 差 範 囲 の 最 小 値 、 止 ま り 側 の ゲ ー ジ 部 の 直 径 が 公 差 範 囲 の 最 大 値 に 設 定 さ
れ て い る 。
【 ０ ０ ０ ３ 】
　 通 り 側 の ゲ ー ジ 部 が 丸 穴 に 入 っ て 止 ま り 側 の ゲ ー ジ 部 が 丸 穴 に 入 ら な け れ ば 丸 穴 の 内 径
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寸 法 は 公 差 範 囲 内 に 入 っ て お り 、 通 り 側 の ゲ ー ジ 部 が 丸 穴 に 入 ら な け れ ば 穴 の 内 径 寸 法 は
公 差 範 囲 よ り も 小 さ く 、 止 ま り 側 の ゲ ー ジ 部 が 丸 穴 に 入 れ ば 丸 穴 の 内 径 寸 法 は 公 差 範 囲 よ
り も 大 き い こ と に な る 。
【 ０ ０ ０ ４ 】
　 一 方 、 特 許 文 献 ２ に 示 す よ う な テ ー パ ー ゲ ー ジ も 開 発 さ れ て い る 。 こ の テ ー パ ー ゲ ー ジ
は 、 テ ー パ ー 状 に 形 成 さ れ た 基 板 の テ ー パ ー 方 向 に 沿 っ て 目 盛 り を 設 け て あ り 、 こ の 基 板
を 丸 穴 に 挿 入 し 、 挿 入 さ れ た 部 分 ま で の 目 盛 り を 読 む こ と に よ っ て 寸 法 を 測 定 す る も の で
あ る 。
【 特 許 文 献 １ 】 特 開 ２ ０ ０ １ － １ １ ６ ５ ０ ２ 号 公 報
【 特 許 文 献 ２ 】 特 開 ２ ０ ０ １ － ３ ４ ３ ２ ０ ２ 号 公 報
【 発 明 の 開 示 】
【 発 明 が 解 決 し よ う と す る 課 題 】
【 ０ ０ ０ ５ 】
　 し か し な が ら 、 特 許 文 献 １ の よ う な 栓 ゲ ー ジ で は 丸 穴 の 内 径 が 公 差 範 囲 内 に 入 っ て い る
か 否 か の み し か 判 定 で き ず 、 正 確 な 内 径 寸 法 を 測 定 す る こ と が で き な か っ た 。 ま た 、 丸 穴
の 真 円 度 を 測 定 す る こ と も で き な か っ た 。 丸 穴 の 内 径 寸 法 や 真 円 度 を 精 密 に 測 定 す る に は
内 径 寸 法 用 の ダ イ ヤ ル ゲ ー ジ と そ の 保 持 機 器 類 を 用 い る 必 要 が あ り 、 測 定 が 困 難 な 上 に 設
備 面 で 高 価 で あ っ た 。
【 ０ ０ ０ ６ 】
　 一 方 、 特 許 文 献 ２ の よ う な テ ー パ ー ゲ ー ジ で は 、 そ の テ ー パ ー 度 が 多 大 な た め 、 精 密 な
測 定 に は 適 さ な い 。 し か も 、 テ ー パ ー ゲ ー ジ の 厚 み が 薄 い た め 、 丸 穴 の 内 部 に 挿 入 し た 場
合 に は テ ー パ ー ゲ ー ジ が 必 ず し も 丸 穴 の 最 大 直 径 部 に 当 て が わ れ ず 、 測 定 誤 差 が 生 じ る 懸
念 が あ っ た 。
【 ０ ０ ０ ７ 】
　 本 発 明 は 、 上 記 問 題 点 を 解 決 す る た め に な さ れ た も の で あ り 、 簡 素 で 安 価 な 構 成 に よ り
丸 穴 の 内 径 寸 法 お よ び 真 円 度 を 正 確 か つ 容 易 に 測 定 す る こ と が で き る 測 定 器 具 お よ び そ の
製 造 方 法 を 提 供 す る こ と を 目 的 と す る 。
【 課 題 を 解 決 す る た め の 手 段 】
【 ０ ０ ０ ８ 】
　 上 記 目 的 を 達 成 す る た め 、 本 発 明 に 係 る 測 定 器 具 は 、 １ ｍ ｍ 以 下 の 内 径 寸 法 公 差 が 要 求
さ れ る 丸 穴 に 挿 入 さ れ る テ ー パ ー 度 １ ／ １ ０ 以 下 の テ ー パ ー 円 柱 形 状 の 測 定 部 と 、 こ の 測
定 部 の 外 周 面 の テ ー パ ー 方 向 に 沿 っ て 帯 状 に 延 在 す る よ う に 設 け ら れ て 上 記 丸 穴 の 内 周 面
に 接 触 す る 複 数 の 接 触 突 起 部 と 、 同 じ く 測 定 部 の 外 周 面 に テ ー パ ー 方 向 に 沿 っ て 延 在 す る
よ う に 設 け ら れ て 接 触 突 起 部 の 丸 穴 に 挿 入 さ れ た 部 分 の 最 大 太 さ を 寸 法 表 示 す る 寸 法 表 示
部 と を 有 し 、 上 記 接 触 突 起 部 を 測 定 部 の 円 周 方 向 に 所 定 間 隔 で 配 置 し た こ と を 特 徴 と す る
。
【 ０ ０ ０ ９ 】
　 ま た 、 本 発 明 に 係 る 測 定 器 具 は 、 上 記 接 触 突 起 部 を 上 記 測 定 部 の 外 周 面 の 円 周 方 向 に １
８ ０ ° 間 隔 で ２ つ 設 け た こ と を 特 徴 と す る 。
【 ０ ０ １ ０ 】
　 さ ら に 、 本 発 明 に 係 る 測 定 器 具 は 、 上 記 接 触 突 起 部 を 上 記 測 定 部 の 外 周 面 の 円 周 方 向 に
所 定 の 間 隔 で ３ つ 以 上 設 け た こ と を 特 徴 と す る 。
【 ０ ０ １ １ 】
　 ま た 、 本 発 明 に 係 る 測 定 器 具 は 、 上 記 接 触 突 起 部 の 外 周 面 の （ 円 周 方 向 の ） 曲 率 を 、 上
記 丸 穴 の 内 周 面 の 曲 率 未 満 に 設 定 し た こ と を 特 徴 と す る 。
【 ０ ０ １ ２ 】
　 そ し て 、 本 発 明 に 係 る 測 定 器 具 は 、 上 記 測 定 部 の 外 径 と 上 記 接 触 突 起 部 の 外 径 と の 寸 法
差 を 上 記 丸 穴 の 内 径 寸 法 公 差 範 囲 程 度 と し た こ と を 特 徴 と す る 。
【 ０ ０ １ ３ 】
　 一 方 、 本 発 明 に 係 る 測 定 器 具 の 製 造 方 法 は 、 １ ｍ ｍ 以 下 の 内 径 寸 法 公 差 が 要 求 さ れ る 丸
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穴 に 挿 入 さ れ る テ ー パ ー 度 １ ／ １ ０ 以 下 の テ ー パ ー 円 柱 形 状 の 測 定 部 の 外 周 面 に 、 こ の 測
定 部 と は 別 体 に 形 成 さ れ て 測 定 部 の テ ー パ ー 方 向 に 沿 っ て 帯 状 に 延 在 し 上 記 丸 穴 の 内 周 面
に 接 触 す る 複 数 の 接 触 突 起 部 を 固 着 す る と と も に 、 同 じ く 測 定 部 の 外 周 面 に テ ー パ ー 方 向
に 沿 っ て 延 在 し て 測 定 部 の 丸 穴 に 挿 入 さ れ た 部 分 の 最 大 太 さ を 寸 法 表 示 す る 寸 法 表 示 部 を
形 成 す る こ と を 特 徴 と す る 。
【 ０ ０ １ ４ 】
　 ま た 、 本 発 明 に 係 る 測 定 器 具 の 製 造 方 法 は 、 上 記 接 触 突 起 部 を 帯 状 に 形 成 し て 上 記 測 定
部 の 表 面 に 貼 着 す る こ と を 特 徴 と す る 。
【 ０ ０ １ ５ 】
　 さ ら に 、 本 発 明 に 係 る 測 定 器 具 の 製 造 方 法 は 、 上 記 接 触 突 起 部 を 棒 状 に 形 成 し て 上 記 測
定 部 の 表 面 に 刻 設 し た 溝 に 嵌 合 固 定 す る こ と を 特 徴 と す る 。
【 ０ ０ １ ６ 】
　 そ し て 、 本 発 明 に 係 る 測 定 器 具 の 製 造 方 法 は 、 上 記 接 触 突 起 部 を 上 記 測 定 部 に 設 け て か
ら 接 触 突 起 部 の 外 表 面 の 外 径 を 規 定 寸 法 に 仕 上 げ る こ と を 特 徴 と す る 。
【 発 明 の 効 果 】
【 ０ ０ １ ７ 】
　 本 発 明 に 係 る 測 定 器 具 に よ れ ば 、 測 定 部 を 丸 穴 に 挿 入 し 、 テ ー パ ー 棒 状 の 測 定 部 が 止 ま
っ た 位 置 で 寸 法 表 示 部 の 寸 法 を 読 み 取 る こ と に よ り 、 丸 穴 の 内 径 寸 法 を 正 確 か つ 容 易 に 測
定 す る こ と が で き 、 し か も 形 状 が 簡 素 な た め 安 価 に 製 造 す る こ と が で き る 。
【 ０ ０ １ ８ 】
　 ま た 、 測 定 部 を 丸 穴 の 内 径 に 縦 方 向 と 横 方 向 に 挿 入 す る こ と に よ り 、 丸 穴 の 真 円 度 を 正
確 か つ 容 易 に 測 定 す る こ と が で き る 。
【 ０ ０ １ ９ 】
　 さ ら に 、 接 触 突 起 部 の 外 周 面 の （ 円 周 方 向 の ） 曲 率 を 丸 穴 の 内 周 面 の 曲 率 未 満 に 設 定 し
た こ と に よ り 、 接 触 突 起 部 の 外 周 面 を 丸 穴 の 内 周 面 に 線 接 触 さ せ 、 よ り 正 確 に 丸 穴 の 内 径
お よ び 真 円 度 を 測 定 す る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ２ ０ 】
　 測 定 部 の 外 径 と 接 触 突 起 部 の 外 径 と の 寸 法 差 を 丸 穴 の 内 径 寸 法 公 差 範 囲 程 度 に 設 定 し た
こ と に よ り 、 丸 穴 の 内 部 に 挿 入 さ れ た 測 定 部 の 軸 心 が 丸 穴 の 軸 心 に 一 致 し や す く 、 測 定 部
の 倒 れ が 起 こ り に く い た め 、 測 定 誤 差 が 生 じ に く く 正 確 な 内 径 測 定 が で き る 。
【 ０ ０ ２ １ 】
　 ま た 、 本 発 明 に 係 る 測 定 器 具 の 製 造 方 法 に よ れ ば 、 測 定 器 具 の 製 造 性 を 高 め て 安 価 に 製
造 す る こ と が で き る 。
【 発 明 を 実 施 す る た め の 最 良 の 形 態 】
【 ０ ０ ２ ２ 】
　 以 下 に 、 本 発 明 の 実 施 形 態 に つ い て 図 を 参 照 し な が ら 説 明 す る 。
【 ０ ０ ２ ３ 】
［ 第 １ 実 施 例 ］
　 図 １ は 、 本 発 明 に 係 る 測 定 器 具 の 第 １ 実 施 例 を 示 す 側 面 図 、 図 ２ は 図 １ の II矢 視 図 、 図
３ は 図 １ の III-III線 に 沿 う 縦 断 面 図 で あ る 。
【 ０ ０ ２ ４ 】
　 こ の 測 定 器 具 １ １ は 、 例 え ば 直 径 Φ ２ ０ mm前 後 で １ ｍ ｍ 以 下 の 公 差 範 囲 を 必 要 と す る 丸
穴 の 内 径 寸 法 を 測 定 す る た め の も の で あ り 、 丸 穴 に 挿 入 さ れ る 測 定 部 １ ２ と 、 こ の 測 定 部
の 先 端 に 一 体 的 に 設 け ら れ た ガ イ ド 部 １ ３ と 、 測 定 部 １ ２ の 後 端 に 一 体 的 に 設 け ら れ た 把
持 部 １ ４ と 、 測 定 部 １ ２ の 外 周 面 に 形 成 さ れ た 複 数 の 接 触 突 起 部 １ ５ と 、 同 じ く 測 定 部 １
２ の 外 周 面 に 形 成 さ れ た 寸 法 表 示 部 １ ６ と を 備 え て 構 成 さ れ て い る 。
【 ０ ０ ２ ５ 】
　 測 定 部 １ ２ は 丸 穴 の 内 径 部 に 挿 入 可 能 な テ ー パ ー 円 柱 形 状 に 形 成 さ れ て お り 、 そ の 長 さ
は 例 え ば １ １ ０ ｍ ｍ と さ れ 、 測 定 部 １ ２ の 径 方 向 の 断 面 形 状 は 真 円 形 で あ る 。
【 ０ ０ ２ ６ 】
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　 接 触 突 起 部 １ ５ は 、 測 定 部 １ ２ の 外 周 面 の テ ー パ ー 方 向 に 沿 っ て 帯 状 に 延 在 す る よ う に
設 け ら れ て お り 、 測 定 部 １ ２ の 円 周 方 向 に 所 定 の 間 隔 で 配 置 さ れ る 。 こ の 実 施 例 で は 例 え
ば １ ８ ０ ° 間 隔 で ２ つ の 接 触 突 起 部 １ ５ が 配 置 さ れ て い る 。 測 定 部 １ ２ が 丸 穴 に 挿 入 さ れ
た 際 に は 接 触 突 起 部 １ ５ の 外 周 面 が 丸 穴 の 内 周 面 に 接 触 し 、 測 定 部 １ ２ の 外 周 面 は 丸 穴 の
内 周 面 に 接 触 し な い 。
【 ０ ０ ２ ７ 】
　 こ こ で 、 測 定 部 １ ２ の 外 径 と 接 触 突 起 部 １ ５ の 外 径 と の 寸 法 差 は 、 測 定 し よ う と す る 丸
穴 の 内 径 寸 法 公 差 範 囲 程 度 に 設 定 す る の が 望 ま し い 。 例 え ば 、 丸 穴 の 寸 法 公 差 が Φ ２ ０ mm
± ０ ． １ mmな ら ば 、 測 定 部 １ ２ と 接 触 突 起 部 １ ５ と の 外 径 差 を ０ ． ２ mm程 度 に 設 定 す る 。
な お 、 こ の 寸 法 差 を 若 干 大 き く し て ０ ． ３ ～ ０ ． ７ mm程 度 に 設 定 し て も よ い 。
【 ０ ０ ２ ８ 】
　 さ ら に 、 測 定 部 １ ２ の テ ー パ ー 方 向 に 沿 っ て 目 盛 状 の 寸 法 表 示 部 １ ６ が 形 成 さ れ て い る
。 こ の 寸 法 表 示 部 １ ６ の 各 目 盛 は 、 そ の 位 置 に お け る 接 触 突 起 部 １ ５ の 外 径 に 正 確 に 対 応
し て お り 、 接 触 突 起 部 １ ５ の 丸 穴 に 挿 入 さ れ た 部 分 の 最 大 太 さ を 寸 法 表 示 す る こ と が で き
る 。
【 ０ ０ ２ ９ 】
　 寸 法 表 示 部 １ ６ の 長 さ は 例 え ば １ ０ ０ ｍ ｍ と さ れ 、 寸 法 表 示 部 １ ６ の 先 端 部 に お け る 接
触 突 起 部 １ ５ の 外 径 が １ ９ ． ５ ０ ｍ ｍ 、 寸 法 表 示 部 １ ６ の 後 端 部 に お け る 接 触 突 起 部 １ ５
の 外 径 が ２ ０ ． ５ ０ ｍ ｍ 、 寸 法 表 示 部 １ ６ の 最 小 目 盛 は ０ ． ０ １ mmと な っ て お り 、 測 定 部
１ ２ と 接 触 突 起 部 １ ５ の テ ー パ ー 度 は １ ／ １ ０ ０ と さ れ て い る 。
【 ０ ０ ３ ０ 】
　 ガ イ ド 部 １ ３ の 長 さ は 例 え ば ２ ０ ｍ ｍ 程 度 と さ れ 、 そ の テ ー パ ー 度 は 測 定 部 １ ２ （ 接 触
突 起 部 １ ５ ） の テ ー パ ー 度 よ り も 著 し く 大 き く さ れ て い る 。 例 え ば ガ イ ド 部 １ ３ の 先 端 部
の 外 径 よ り も 根 元 部 の 外 径 の 方 が １ ０ ｍ ｍ 大 き く 、 そ の テ ー パ ー 度 は １ ／ ４ に 設 定 さ れ て
い る 。 ガ イ ド 部 １ ３ の 最 大 外 径 寸 法 は 接 触 突 起 部 １ ５ の 最 小 外 径 寸 法 に 等 し く 、 当 然 測 定
部 １ ２ の 最 小 外 径 よ り も 大 き い 。
【 ０ ０ ３ １ 】
　 な お 、 把 持 部 １ ４ の 外 径 お よ び 長 さ は 、 測 定 器 具 １ １ を 容 易 に 把 持 で き る 寸 法 で あ れ ば
よ く 、 こ こ で は 例 え ば 外 径 １ ５ ｍ ｍ 、 長 さ ５ ０ ｍ ｍ 程 度 で あ る 。
【 ０ ０ ３ ２ 】
　 こ の 測 定 器 具 １ １ を 用 い て 丸 穴 の 内 径 寸 法 を 測 定 す る 時 は 、 図 ４ に 示 す よ う に 測 定 部 １
２ （ 接 触 突 起 部 １ ５ ） を 丸 穴 １ ７ に 挿 入 し 、 テ ー パ ー 状 の 接 触 突 起 部 １ ５ が 止 ま っ た 位 置
で の 寸 法 表 示 部 １ ６ の 最 大 寸 法 を 読 み 取 る 。 な お 、 ガ イ ド 部 １ ３ に よ り 測 定 部 １ ２ （ 接 触
突 起 部 １ ５ ） の 丸 穴 １ ７ へ の 挿 入 が 非 常 に ス ム ー ズ に な る 。
【 ０ ０ ３ ３ 】
　 測 定 部 １ ２ は テ ー パ ー 円 柱 形 状 で あ り 、 こ の 測 定 部 １ ２ の 外 周 面 の 長 手 方 向 に 延 在 す る
よ う に ２ つ の 帯 状 の 接 触 突 起 部 １ ５ が 円 周 方 向 に 等 間 隔 （ １ ８ ０ ° ） で 配 置 さ れ て い る た
め 、 測 定 部 １ ２ の 軸 心 と 丸 穴 １ ７ の 中 心 と の 芯 ず れ を 防 止 し て 丸 穴 １ ７ の 内 径 寸 法 を 正 確
か つ 容 易 に 測 定 す る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ３ ４ 】
　 図 ５ に 縦 断 面 で 示 す よ う に 、 丸 穴 １ ７ に 挿 入 さ れ た 測 定 部 １ ２ は 、 そ の 接 触 突 起 部 １ ５
の み が 丸 穴 １ ７ の 内 径 部 に 接 触 し 、 測 定 部 １ ２ の 外 周 面 は 丸 穴 １ ７ の 内 径 部 に 接 触 し な い
た め 、 測 定 部 １ ２ を 丸 穴 １ ７ の 内 径 部 に 縦 方 向 と 横 方 向 に 挿 入 す る こ と に よ り 、 丸 穴 １ ７
の 真 円 度 を 正 確 か つ 容 易 に 測 定 す る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ３ ５ 】
　 ま た 、 測 定 部 １ ２ の 外 径 と 接 触 突 起 部 １ ５ の 外 径 と の 寸 法 差 を 丸 穴 １ ７ の 内 径 寸 法 公 差
範 囲 程 度 に 小 さ く 設 定 し て 測 定 部 １ ２ の 外 径 を 丸 穴 １ ７ の 内 径 に 近 づ け た こ と に よ り 、 測
定 部 １ ２ を 丸 穴 １ ７ の 中 に 挿 入 し た 際 に 接 触 突 起 部 １ ５ を 丸 穴 １ ７ の 最 大 直 径 部 に 案 内 す
る と 同 時 に 測 定 部 １ ２ の 芯 ず れ （ 傾 き ） に よ る 測 定 誤 差 の 発 生 を 防 ぐ こ と が で き る 。
【 ０ ０ ３ ６ 】
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　 図 ６ に 拡 大 し て 示 す よ う に 、 接 触 突 起 部 １ ５ の 外 周 面 の 円 周 方 向 の 曲 率 は 丸 穴 １ ７ の 内
周 面 の 曲 率 と 等 し く し て も よ い が 、 図 ７ に 示 す よ う に 接 触 突 起 部 １ ５ の 外 周 面 の 曲 率 を 丸
穴 １ ７ の 内 周 面 の 曲 率 未 満 に 設 定 し た り 、 図 ８ に 示 す よ う に 接 触 突 起 部 １ ５ の 外 周 面 を 円
筒 状 に 形 成 し て も よ い 。
【 ０ ０ ３ ７ 】
　 接 触 突 起 部 １ ５ を 図 ７ 、 図 ８ の よ う な 形 状 に す る こ と に よ り 、 接 触 突 起 部 １ ５ を そ の 外
周 面 の 頂 部 １ ５ ａ に て 丸 穴 １ ７ の 内 周 面 に 線 接 触 さ せ る こ と が で き 、 よ り 正 確 に 丸 穴 １ ７
の 内 径 お よ び 真 円 度 を 測 定 す る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ３ ８ 】
　 し か も 、 接 触 突 起 部 １ ５ と 丸 穴 １ ７ の 内 周 面 と の 間 に 塵 埃 等 の 異 物 が 噛 み 込 む 懸 念 が あ
る よ う な 場 合 に は 、 測 定 部 １ ２ を 丸 穴 １ ７ の 内 部 で 少 し 捻 る （ 回 転 さ せ る ） こ と に よ り 、
こ の 異 物 を 接 触 突 起 部 １ ５ と 丸 穴 １ ７ の 内 周 面 と の 間 か ら 排 出 し て 精 度 の 高 い 測 定 を 行 う
こ と が で き る 。
【 ０ ０ ３ ９ 】
　 以 上 の よ う に 構 成 さ れ た 測 定 器 具 １ １ を 用 い れ ば 、 従 来 の よ う に 内 径 寸 法 用 の ダ イ ヤ ル
ゲ ー ジ や そ の 保 持 機 器 類 と い っ た 設 備 が 一 切 不 要 に な る た め 、 非 常 に 安 価 か つ 容 易 に 丸 穴
１ ７ の 内 径 寸 法 を 測 定 す る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ４ ０ 】
［ 第 ２ 実 施 例 ］
　 図 ９ は 、 本 発 明 に 係 る 測 定 器 具 の 第 ２ 実 施 例 を 示 す 側 面 図 で あ る 。 こ の 測 定 器 具 ２ １ は
、 測 定 部 ２ ２ と ガ イ ド 部 ２ ３ と 把 持 部 ２ ４ と 、 測 定 部 ２ ２ の 外 周 面 に 形 成 さ れ た 複 数 の 接
触 突 起 部 ２ ５ と 、 同 じ く 測 定 部 ２ ２ の 外 周 面 に 形 成 さ れ た 寸 法 表 示 部 ２ ６ と を 備 え て い る
点 は 第 １ 実 施 例 の 測 定 器 具 １ １ と 同 様 で あ る 。
【 ０ ０ ４ １ 】
　 測 定 部 ２ ２ は 、 そ の テ ー パ ー 中 心 軸 Ｃ ２ が 全 体 中 心 軸 Ｃ １ に 対 し て 傾 斜 し て お り 、 １ つ
の 接 触 突 起 部 ２ ５ の 外 辺 ２ ７ が 全 体 中 心 軸 Ｃ １ に 平 行 し て い る 。 そ し て 、 こ の 一 辺 ２ ７ に
沿 っ て 寸 法 表 示 部 ２ ６ が 形 成 さ れ て い る 。
【 ０ ０ ４ ２ 】
　 こ の よ う に 、 １ つ の 接 触 突 起 部 ２ ５ の 外 辺 ２ ７ を 全 体 中 心 軸 Ｃ １ に 平 行 さ せ る こ と に よ
り 、 外 辺 ２ ７ を 丸 穴 ２ ８ の 内 壁 に 密 着 さ せ て 測 定 部 ２ ２ （ 寸 法 表 示 部 ２ ６ ） の 傾 き を 除 去
し 、 精 度 の 高 い 測 定 を 行 う こ と が で き る 。
【 ０ ０ ４ ３ 】
［ 第 ３ 実 施 例 ］
　 図 １ ０ は 、 本 発 明 に 係 る 測 定 器 具 の 第 ３ 実 施 例 を 示 す 縦 断 面 図 で あ る 。 こ の 測 定 器 具 ３
１ は 、 テ ー パ ー 円 柱 形 状 の 測 定 部 ３ ２ の 外 周 面 に ３ つ の 接 触 突 起 部 ３ ５ が 等 間 隔 で 形 成 さ
れ て い る 。 各 接 触 突 起 部 ３ ５ は 測 定 部 ３ ２ 外 周 面 の テ ー パ ー 方 向 に 沿 っ て 帯 状 に 延 在 し 、
か つ 円 周 方 向 に 所 定 の 等 間 隔 で 設 け ら れ て い る 。
【 ０ ０ ４ ４ 】
　 ３ つ の 接 触 突 起 部 ３ ５ の 円 周 方 向 の 間 隔 は １ ２ ０ ° 間 隔 で あ る が 、 例 え ば 接 触 突 起 部 ３
５ を ６ ０ ° 間 隔 で ６ つ 配 置 し た り 、 さ ら に 多 く 配 置 し て ス プ ラ イ ン 断 面 状 に し て も よ い 。
【 ０ ０ ４ ５ 】
　 こ の よ う に 接 触 突 起 部 ３ ５ を ３ つ 以 上 設 け る こ と に よ っ て 丸 穴 内 に お け る 測 定 器 具 ３ １
の 傾 き を 確 実 に 防 止 し て 正 確 な 内 径 お よ び 真 円 度 測 定 を 行 う こ と が で き る 。
【 ０ ０ ４ ６ 】
［ 第 ４ 実 施 例 ］
　 図 １ １ は 、 本 発 明 に 係 る 測 定 器 具 の 第 ４ 実 施 例 を 示 す 縦 断 面 図 で あ る 。 こ の 測 定 器 具 ４
１ で は 、 測 定 部 ４ ２ の 外 周 面 に ３ つ 以 上 の 接 触 突 起 部 ４ ５ が 不 等 間 隔 で 配 置 さ れ て い る 。
【 ０ ０ ４ ７ 】
　 こ の よ う に 接 触 突 起 部 ４ ５ を 測 定 部 ４ ２ の 外 周 面 に 不 等 間 隔 で 配 置 し た 場 合 も 、 丸 穴 内
に お け る 測 定 器 具 ３ １ の 傾 き を 防 止 し て 正 確 な 内 径 お よ び 真 円 度 測 定 を 行 う こ と が で き る
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。 接 触 突 起 部 ４ ５ の 数 お よ び 間 隔 は 測 定 器 具 ４ １ の 使 用 目 的 （ 使 用 部 位 ） に 応 じ て 適 宜 設
定 す る 。
【 ０ ０ ４ ８ 】
　 な お 、 上 記 第 ３ 実 施 例 お よ び 第 ４ 実 施 例 の 測 定 器 具 ３ １ ， ４ １ に お け る 接 触 突 起 部 ３ ５
， ４ ５ の 断 面 形 状 を 図 ７ 、 図 ８ の よ う な 形 状 に し て 各 接 触 突 起 部 ３ ５ ， ４ ５ を 丸 穴 の 内 周
面 に 線 接 触 さ せ て も よ い 。
【 ０ ０ ４ ９ 】
［ 製 造 方 法 ］
　 前 記 第 １ 実 施 例 乃 至 第 ４ 実 施 例 に 示 し た 測 定 器 具 １ １ ， ２ １ ， ３ １ ， ４ １ の 製 造 方 法 と
し て 好 ま し い の は 、 測 定 部 １ ２ ， ２ ２ ， ３ ２ ， ４ ２ と 接 触 突 起 部 １ ５ ， ２ ５ ， ３ ５ ， ４ ５
を 別 体 に 形 成 し て か ら 両 部 材 を 互 い に 固 定 す る 方 法 で あ る 。
【 ０ ０ ５ ０ 】
　 そ の 場 合 の 手 順 の １ つ と し て 、 ま ず 測 定 部 １ ２ ， ２ ２ （ ３ ２ ， ４ ２ ） を 旋 削 等 に よ り テ
ー パ ー 円 柱 形 状 に 製 作 し て 外 周 寸 法 を 規 定 寸 法 に 仕 上 げ た 後 に 、 図 １ ２ に 示 す よ う に 帯 状
に 形 成 し た 接 触 突 起 部 １ ５ ， ２ ５ （ ３ ５ ， ４ ５ ） を 測 定 部 １ ２ ， ２ ２ （ ３ ２ ， ４ ２ ） の 外
周 面 に 貼 着 、 あ る い は 溶 着 等 に よ り 固 定 す る 方 法 が あ る 。
【 ０ ０ ５ １ 】
　 ま た は 、 図 １ ３ に 示 す よ う に 棒 状 に 形 成 し た 接 触 突 起 部 １ ５ ， ２ ５ （ ３ ５ ， ４ ５ ） を 測
定 部 １ ２ ， ２ ２ （ ３ ２ ， ４ ２ ） の 外 周 面 に 刻 設 し た 溝 １ ８ に 嵌 合 固 定 す る 方 法 が あ る 。
【 ０ ０ ５ ２ 】
　 い ず れ の 場 合 も 、 接 触 突 起 部 １ ５ ， ２ ５ （ ３ ５ ， ４ ５ ） を 測 定 部 １ ２ ， ２ ２ （ ３ ２ ， ４
２ ） に 固 定 し た 後 、 場 合 に よ っ て は 所 定 の 放 置 時 間 を 経 て か ら 、 接 触 突 起 部 １ ５ ， ２ ５ （
３ ５ ， ４ ５ ） の 外 表 面 の 外 径 を 規 定 寸 法 に 仕 上 げ る よ う に す れ ば 、 接 着 や 溶 着 、 嵌 合 等 に
よ り 変 形 し が ち な 接 触 突 起 部 １ ５ ， ２ ５ （ ３ ５ ， ４ ５ ） の 外 周 面 を 正 確 な 寸 法 に 仕 上 げ る
こ と が で き る 。
【 ０ ０ ５ ３ 】
［ 各 実 施 例 に つ い て ］
　 上 記 第 １ 実 施 例 乃 至 第 ４ 実 施 例 で は 測 定 部 １ ２ ， ２ ２ ， ３ ２ ， ４ ２ が 中 実 丸 棒 状 に 形 成
さ れ て い る が 、 例 え ば 中 空 パ イ プ 状 に 形 成 す れ ば 測 定 器 具 １ １ ， ２ １ ， ３ １ ， ４ １ の 重 量
を 大 幅 に 軽 量 化 し て そ の 取 り 扱 い を 容 易 に す る と と も に 、 材 料 削 減 等 を 図 る こ と が で き る
。
【 ０ ０ ５ ４ 】
　 さ ら に 、 上 記 各 実 施 例 に お け る 測 定 部 １ ２ ， ２ ２ ， ３ ２ ， ４ ２ の テ ー パ ー 部 は 直 線 テ ー
パ ー 状 で あ る が 、 図 １ ４ (A),(B)に 示 す よ う な 二 次 曲 線 状 等 に し て も よ い 。 こ う す る こ と
に よ り 、 測 定 部 １ ２ ， ２ ２ （ ３ ２ ， ４ ２ ） と 丸 穴 と の 間 の 抜 き 差 し を 容 易 に し た り 、 両 者
間 の 食 い 付 き を 防 止 す る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ５ ５ 】
　 と こ ろ で 、 本 発 明 に 係 る 測 定 器 具 は 、 例 え ば 部 品 の 内 外 径 を 自 動 測 定 す る 自 動 測 定 機 等
の 計 測 機 器 類 に も 幅 広 く 応 用 す る こ と が で き る 。
【 図 面 の 簡 単 な 説 明 】
【 ０ ０ ５ ６ 】
【 図 １ 】 本 発 明 に 係 る 測 定 器 具 の 第 １ 実 施 例 を 示 す 側 面 図 。
【 図 ２ 】 図 １ の II矢 視 図 。
【 図 ３ 】 図 １ の III-III線 に 沿 う 縦 断 面 図 。
【 図 ４ 】 測 定 器 具 の 使 用 状 態 を 示 す 側 面 図 。
【 図 ５ 】 測 定 器 具 の 使 用 状 態 を 示 す 縦 断 面 図 。
【 図 ６ 】 接 触 突 起 部 の 外 周 面 の 形 状 を 示 す 縦 断 面 図 。
【 図 ７ 】 接 触 突 起 部 の 外 周 面 の 形 状 を 示 す 縦 断 面 図 。
【 図 ８ 】 接 触 突 起 部 の 外 周 面 の 形 状 を 示 す 縦 断 面 図 。
【 図 ９ 】 本 発 明 に 係 る 測 定 器 具 の 第 ２ 実 施 例 を 示 す 側 面 図 。
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【 図 １ ０ 】 本 発 明 に 係 る 測 定 器 具 の 第 ３ 実 施 例 を 示 す 縦 断 面 図 。
【 図 １ １ 】 本 発 明 に 係 る 測 定 器 具 の 第 ４ 実 施 例 を 示 す 縦 断 面 図 。
【 図 １ ２ 】 本 発 明 に 係 る 測 定 器 具 の 製 造 方 法 を 示 す 縦 断 面 図 。
【 図 １ ３ 】 本 発 明 に 係 る 測 定 器 具 の 製 造 方 法 を 示 す 縦 断 面 図 。
【 図 １ ４ 】 (A),(B)と も 測 定 部 の テ ー パ ー 部 を 二 次 曲 線 状 に し た 例 を 示 す 図 。
【 符 号 の 説 明 】
【 ０ ０ ５ ７ 】
１ １ 　 測 定 器 具
１ ２ 　 測 定 部
１ ３ 　 ガ イ ド 部
１ ４ 　 把 持 部
１ ５ 　 接 触 突 起 部
１ ６ 　 寸 法 表 示 部
１ ７ 　 丸 穴
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【 図 １ 】

【 図 ２ 】

【 図 ３ 】

【 図 ４ 】

【 図 ５ 】

【 図 ６ 】
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【 図 ７ 】

【 図 ８ 】

【 図 ９ 】

【 図 １ ０ 】

【 図 １ １ 】

【 図 １ ２ 】

【 図 １ ３ 】

【 図 １ ４ 】
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